
表 1365　大腿骨頸部骨折の既往　%クレアチニン産生速度(％)別 （血液透析濾過患者 透析回数週３回 透析歴２年以上）

%クレアチニン
産生速度

既往なし 既往あり 合計 不明 記載なし 総計

60未満 1,224 133 1,357 2 275 1,634
（％） (90.2) (9.8) (100.0)
60～ 1,077 89 1,166 4 234 1,404
（％） (92.4) (7.6) (100.0)
70～ 1,950 125 2,075 2 401 2,478
（％） (94.0) (6.0) (100.0)
80～ 3,102 147 3,249 4 615 3,868
（％） (95.5) (4.5) (100.0)
90～ 4,042 177 4,219 7 874 5,100
（％） (95.8) (4.2) (100.0)

100～ 4,703 145 4,848 3 983 5,834
（％） (97.0) (3.0) (100.0)

110～ 4,390 101 4,491 3 905 5,399
（％） (97.8) (2.2) (100.0)

120～ 3,097 58 3,155 3 685 3,843
（％） (98.2) (1.8) (100.0)

130～ 1,660 29 1,689 1 402 2,092
（％） (98.3) (1.7) (100.0)

140～ 1,030 17 1,047 1 260 1,308
（％） (98.4) (1.6) (100.0)
合計 26,275 1,021 27,296 30 5,634 32,960
（％） (96.3) (3.7) (100.0)

記載なし 941 64 1,005 3 1,003 2,011
（％） (93.6) (6.4) (100.0)
総計 27,216 1,085 28,301 33 6,637 34,971
（％） (96.2) (3.8) (100.0)
平均 102.21 89.16 101.72 94.69 102.93 101.92

標準偏差 23.50 25.43 23.71 23.81 24.64 23.87

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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